
地震の時の「家の中の危険」を正しく知って、
防災について考えましょう。



地震の時の常識？
地震の時、どう行動すればいいのか？
建物の倒壊や火災に対する新しい常識を知りましょう

１ 家が倒れる！急いで外へ！
２ コンロの火を消さないと！
３ 電気ストーブから火事に！

今日はこの３つのお話です

「１ 家が倒れる！急いで外へ！」 からです



住宅の耐震性能

昭和５７年以降に建てられた住宅の耐震性能は
現在と変わらず、阪神淡路の震災の時も７割以上
が無被害や軽微な被害で済んでいます。

逆に、急いで飛び出そうとすると、つまづいて転
倒したり、瓦やガラスなどの落下物でケガをする危
険があります



２ コンロの火を消さないと！
地震が起きた場合

「急いで火を消せ～！」が常識でした

メーターやコンロが改良され、地震の揺れによる異常で、
火が消えるようになっています。
まずは、身を守る行動をとること、

コンロの火は揺れが収まってから消しましょう。



● こんなときは、ガスメーターが感知して自動的
にガスをストップします。

• 大量のガスが流れ出たとき
（ガス管の外れ、損傷）

• 長時間の使用又は消し忘れた時
• 震度５相当以上の地震が発生した場合
• 物がぶつかるなど、メーターに振動やショックが
加わったとき

• 屋外でのガス漏れなど、ガスの圧力が低下した
場合

ガスメーターの安全機能



ガスコンロの安全機能

２００８年（平成２０年）に国が定めた安全基準によってガスコンロ全てのバー
ナーに設置が義務付けられるようになりました。

メーカーによるとコンロは、１０年が交換時期となっているようです。使用頻度な
どにより違うと思われますが、点検をしてみても良いかもしれません。

コンロが古くてそんな機能は付いていないという方は、買い替えたり、

ＩＨ（電気）コンロに替えたり、より安全な方法を考えましょう。



３ 電気ストーブから火事に！

通電火災とは、停電から復旧したときに

①ヒーター、ストーブ等の周辺にあった

可燃物が燃える。

②コードが破損していて、ショートする。

③電気製品に水がかかっていて

内部でショートする。

などの危険が考えられます。 ではどうすれば防ぐことが出来るでしょう



避難するときや、家の中が片付くまで

とりあえず、

でも夜だと明かりが無いと怖いですよね



懐中電灯や携帯の充電の準備はできていますか。

ろうそくや焚火は、余震や不注意で火災の原因になるので、使用

は避けましょう。

停電に備えて準備するもの



帰ってすぐに確認してみましょう



家具の固定！できていますか？

色々なものが、１００円ショップ、ホームセンター、ネッ
トショッピングなどで購入できます。



災害ハザードマップ

河内長野市のＬＩＮＥ
を登録しておくと、災害
の時にも、平時にも河内
長野市からのお知らせ
が届きます。

河内長野市公式ＬＩＮＥアカウント



• 河内長野市の災害情報は、河内長野市が発
信しています。


